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P.1）資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について

【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（１）水質調査位置（１）水質調査位置

●中国電力調査地点●中国電力調査地点
神戸川神戸川
頓原川頓原川
ダムサイト（来島ダム）ダムサイト（来島ダム）
エプロン（来島ダム直下）エプロン（来島ダム直下）

●出雲河川事務所●出雲河川事務所
八神八神
角井角井
貯水池中央（志津見ダム）貯水池中央（志津見ダム）
ダムサイト（志津見ダム）ダムサイト（志津見ダム）
上橋波（志津見ダム放水口）上橋波（志津見ダム放水口）
馬木馬木

●島根県●島根県
野土橋野土橋
上乙立橋上乙立橋

平成２４年７月２４日、８月２２日、９月５日に国土交通省、島根県、中国電力が実施した平成２４年７月２４日、８月２２日、９月５日に国土交通省、島根県、中国電力が実施した
水質調査結果について取りまとめを行った。水質調査結果について取りまとめを行った。
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【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（２）水質調査項目（２）水質調査項目

項 目 説 明 備考 黒っぽい水 コ
ケ

ド
ベ

藻

濁
り

有
機
物

鉱
物

水
文

①流況 流量の増減により、希釈能力が変化し、水質・生態系へ
影響を与える。 ● ● ● ● ● ●

②水温 水の状態を示す重要な指標の一つ。水生生物の生息環
境や水中溶存物質の化学変化と密接に関係する。湖沼・
貯水池では、日照で春から秋にかけて表層近くが暖められ
た結果、水深に伴う水温の変化が特に大きな層（水温躍
層）が形成されることがある。

● ● ● ● ● ●

環
境
基
準
項
目

③pH
水素イオン濃度

水の酸性・アルカリ性を示すものでpHが７のときは中性で
あり、これより数値の高い場合はアルカリ性、低い場合は
酸性であることを示す。

生活環境の保全に
関する環境基準
河川AA類型：
6.5以上8.5以下

●

④BOD
生物化学的酸素要
求量

水中の有機物が生物化学的に酸化されるのに必要な酸
素量のこと。

有機物が多いほど消費される酸素量が多くなる。水質汚
濁を示す重要な指標である。

生活環境の保全に
関する環境基準
河川AA類型：
1mg/L以下

●

●：以前からの調査項目
○：追加調査項目(7月又は8月から)

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について
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【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（２）水質調査項目（２）水質調査項目

項 目 説 明 備考 黒っぽい水 コ
ケ

ド
ベ

藻

濁
り

有
機
物

鉱
物

環
境
基
準
項
目

⑤SS
浮遊物質量

水中に懸濁している粒径1μm～2mm 程度の不溶解性物
質のこと。

粘土鉱物に由来する微粒子や、動植物プランクトン及びそ
の死骸、下水・工場排水等に由来する有機物や金属の沈殿
物等が含まれる。

通常の河川のSSは25～100mg/L以下であるが、降雨後
の濁水の流出時には数百mg/L以上（※2）になることもある。

生活環境の保全に
関する環境基準
河川AA類型：
25mg/L以下 ● ●

⑥DO
溶存酸素量

水中に溶解している酸素量をいう。有機物で汚濁した水中
では、生物化学的酸化により酸素が消費されるため溶存酸
素が減少する。水温が急激に上昇したり藻類が著しく繁殖
した場合には、過飽和となることもある。

一般に魚介類が生存するにはDO3mg/L以上が必要であ
り、良好な状態を保つためには5mg/L以上（※2）であること
が望ましいとされている。

生活環境の保全に
関する環境基準
河川AA類型：
7.5mg/L以上 ●

⑦大腸菌群数 大腸菌群とは、大腸菌及び大腸菌ときわめてよく似た性質
を持つ細菌の総称である。大腸菌群は、多少の例外はある
が、一般に人畜の腸管内に常時生息し、健康な人間の糞便
1g中に10億～100億（※2）存在するといわれている。

生活環境の保全に
関する環境基準
河川AA類型：
50MPN/100mL

そ
の
他

水
質
項
目

⑧COD
化学的酸素要求量

水中の被酸化性物質（有機物）を酸化剤で化学的に酸化
したときに消費される酸化剤の量を酸素に換算したもの。
CODが高いことはその水中に有機物が多いことを示し、
BODとともに水質汚濁を示す重要な指標である。

※1

●

●：以前からの調査項目
○：追加調査項目(7月又は8月から)

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について

※1 (参考) 生活環境の保全に関する環境基準 湖沼A類型 COD：3mg/L以下
※2 (参考) 建設省近畿技術事務所「水質調査の基礎知識(平成12年2月)」
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【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（２）水質調査項目（２）水質調査項目

項 目 説 明

備考

黒っぽい水 コ
ケ

ド
ベ

藻

濁
り

有
機
物

鉱
物

そ
の
他
水
質
項
目

⑨TOC
全有機態炭素

水中に含まれる全有機物を全炭素として表したもの。
BODやCODが有機物の量を酸素の消費量という形で間接
的に表すのに対して、TOCは有機物を構成成分である全
炭素で表す。

※1

● ●

⑩濁度 水の濁りを表す指標である。濁りの原因となる物質は、
降雨によって地表から流されてくるシルト・粘土系物質およ
び有機系物質、水中に繁殖する微生物である動植物プラ
ンクトンや細菌、生活雑排水や工業排水等に含まれる懸
濁物質があげられる。

●

⑪T-N
全窒素

水中に含まれる窒素化合物の総量をいう。T-Nは、全リ
ン（T-P）とともに湖沼や貯水池の富栄養化の指標である。

一般的には0.20mg/L（※2）が水域の富栄養化の目安と
されている。

● ● ●

⑫NO2-N
亜硝酸態窒素

水中では不安定で濃度も低い場合が多い。NO3-Nや
NH4-Nに変化しやすいので、NO2-Nを検出するということ
は、し尿や下水等による汚染を受けてからそれほど時間を
経過していないことを表す。

● ● ●

⑬NO3-N
硝酸態窒素

植物プランクトンに直接利用されやすい窒素形態の一つ
であり、自然河川では全窒素（T-N）の大部分が硝酸態窒
素（NO3-N）の形態であることが多い。

● ● ●

●：以前からの調査項目
○：追加調査項目(7月又は8月から)

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について

※1 (参考) 水道水質基準値 TOC：3.0mg/L
※2 (参考) 日本水道協会 「上水試験方法 解説編(2001年版)」
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【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（２）水質調査項目（２）水質調査項目

項 目 説 明

備考

黒っぽい水 コ
ケ

ド
ベ

藻

濁
り

有
機
物

鉱
物

そ
の
他
水
質
項
目

⑭NH4-N
アンモニア態窒素

主として、尿や家庭下水中の有機態窒素化合物の分解
や工場排水に起因する。DO濃度が低い場合NO3-Nの還
元によってNH4-Nが生じることもあるので、この場合は直
接汚染と結びつけることはできない。

● ● ●

⑮T-P
全リン

水中のすべてのリン化合物を定量したものをいう。T-Pは、
全窒素（T-N）とともに湖沼や貯水池の富栄養化の指標で
ある。

一般的には0.02mg/L（※1）が水域の富栄養化の目安と
されている。

● ● ●

⑯PO4-P
リン酸態リン

溶解性のPO4-Pは栄養塩としてとして藻類に吸収利用さ
れる。一般的には、岩石や土壌からの溶出、動植物の死
骸、肥料・農薬、家庭排水やし尿、工業排水、畜産排水等
が要因となる。

● ● ●

⑰ｸﾛﾛﾌｨﾙa ｸﾛﾛﾌｨﾙaは葉緑素ともいい、植物や藻類に含まれる光合
成に必要な緑色色素である。ｸﾛﾛﾌｨﾙaは光合成細菌を除く
全ての緑色植物に含まれているもので、藻類の存在量の
指標として使用できる。

●

⑱ﾌｪｵﾌｨﾁﾝ ﾌｪｵﾌｨﾁﾝはｸﾛﾛﾌｨﾙの分解産物である。藻類が死ぬとｸﾛ
ﾛﾌｨﾙはﾌﾌｪｵﾌｨﾁﾝに変化するため、藻類の死細胞の量を
示す指標となる。

●

●：以前からの調査項目
○：追加調査項目(7月又は8月から)

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について

※1 （参考） 日本水道協会 「上水試験方法 解説編(2001年版)」
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【【１１】】水質調査概要水質調査概要
（２）水質調査項目（２）水質調査項目

項 目 説 明

備考

黒っぽい水 コ
ケ

ド
ベ

藻

濁
り

有
機
物

鉱
物

有
機
物
の
含
有
に
関
す
る

着
色
調
査
項
目

⑲DOC
溶解性有機態炭素

濾水の溶存有機体炭素を把握することで、腐植酸の有無
を推定することが可能である。 ７月から追加調査 ○

⑳VSS
浮遊物の強熱減量

河川水中の懸濁物のうち、有機物がどの程度含まれる
かを把握する。

富栄養化関連では、藻類の発生量や底質中の有機物量
（藻類の死骸に起因する）を推定する指標として用いられる。

７月から追加調査 ○ ○

鉱
物
の
含
有
に
関
す
る

着
色
調
査
項
目

溶解性鉄・全鉄 一般に「赤水」の原因物質となる鉄の含有量を把握する。
自然水中に含まれる鉄は、地質に起因するもののほか

鉱山排水、工場排水などからの場合もある。

※1
溶解性鉄は７月、
全鉄は８月から追
加調査

○ ○

溶解性マンガン・
全マンガン

一般に、「黒水」の原因物質となるマンガンの含有量を把
握する。

マンガンは地殻中に広く分布しており、軟マンガン鉱など
に多く含まれる。

※1
溶解性マンガンは
７月、全マンガンは
８月から追加調査

○ ○

21

22

※1  (参考) 水道水質基準値 鉄：0.3mg/L以下、マンガン：0.05mg/L以下

●：以前からの調査項目
○：追加調査項目(7月又は8月から)

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について
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【【２２】】調査結果調査結果

①① 流況（１／５）：流況（１／５）：H20.1H20.1～～12 12 
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【【２２】】調査結果調査結果

①① 流況（２／５）：流況（２／５）：H21.1H21.1～～12 12 

志津見ダム　流況
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【【２２】】調査結果調査結果

①① 流況（３／５）：流況（３／５）：H22.1H22.1～～12 12 

志津見ダム　流況
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【【２２】】調査結果調査結果

①① 流況（４／５）：流況（４／５）：H23.1H23.1～～1212

志津見ダム　流況
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（取水口工事）
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【【２２】】調査結果調査結果

①① 流況（５／５）：流況（５／５）：H24.1H24.1～～8 8 

志津見ダム　流況
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水質調査日 9/5
流入 3.3m3/s
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水質調査日 8/22
流入 3.3m3/s
放流 4.2m3/ｓ

水質調査日 7/24
流入 4.2m3/ｓ
放流 4.5m3/s

H24.6.10
水路に

青ドベが付く
との情報あり

H24.5.21
川の水が黒っぽい、
藻が付いたとの情報
あり

H24.7.13
渇水調整協議会開催

ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位
276.2ｍ

常時満水位
245.7ｍ

最低水位
232.7ｍ

・平成・平成2424年は年は77月以降は特に出水は生起していない。月以降は特に出水は生起していない。
・流入量に応じた放流量を維持しており、流入量が低下した場合は放流量を増やして・流入量に応じた放流量を維持しており、流入量が低下した場合は放流量を増やして
下流の水量維持を量っている。下流の水量維持を量っている。
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定　点　観　測　結　果　（黒っぽい水）　一　覧
【河川水の状況】①：水温、②：透視度、③：外観、④流量、⑤：苔の状況、⑥：藻の状況 ※写真は、各地点から下流方向を見たものである。

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２４．４℃ ①２５．６℃ ①２３．９℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④４．２m3／s ④３．３m3／s ④３．３m3／s
（志津見ダム流入量） （志津見ダム流入量） （志津見ダム流入量）

⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２５．０℃ ①２５．２℃ ①２４．３℃ 
②１００cm 以上 ②９９cm ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－　 ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥無し

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．０℃ ①２５．６℃ ①２４．６℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥有り ⑥有り ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．９℃ ①２５．３℃ ①２４．２℃ 
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥有り ⑥有り ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔有り
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①　－ ①　－ ①　－
②　－ ②　－ ②　－
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔有り ⑤黒い苔有り
⑥無し ⑥無し ⑥有り

【河川水の状況】 【河川水の状況】 【河川水の状況】

①２７．４℃ ①２５．６℃ ①２１．４℃
②１００cm 以上 ②１００cm 以上 ②１００cm 以上
③濁り無し ③多少緑色 ③多少緑色
④６．２m3／s ④５．０m3／s ④７．９m3／s

（馬木地点） （馬木地点） （馬木地点）
⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し ⑤黒い苔無し
⑥無し ⑥無し ⑥有り
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橋



② 水温経年変化（１／２）

(縦軸：℃)

年平均

年最大

年最小

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後の平均水温は、ほぼ平年並み
である。

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

P.12）

【【２２】】調査結果調査結果

H24

H24

H24

八神 （平均値13.9℃、最大値29.0℃、最小値1.5℃）

角井 （平均値12.8℃、最大値23.2℃、最小値3.1℃）

ダム放水口 （平均値13.4℃、最大値26.9℃、最小値2.5℃）
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野土橋 （平均値13.6℃、最大値27.5℃、最小値1.0℃）

上乙立橋 （平均値14.5℃、最大値28.0℃、最小値2.2℃）

馬木 （平均値15.4℃、最大値29.2℃、最小値2.0℃）

27.5

16.1

4.5
0

10

20

30

40

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

28.2

16.4

4.2
0
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S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

27.3

15.7

3.6
0

10

20

30

40

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21 (縦軸：℃)

年平均

年最大

年最小

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

② 水温経年変化（２／２）

P.13）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

H24

H24

H24
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P.14）

【【２２】】調査結果調査結果
②② 水温縦断変化水温縦断変化

（ダ
ム
放
水
口
）

（ダ
ム
放
水
口
）

（来島ダム）

・気温や日射の影響を受けて来島ダム上層及び志津見ダム上層で水温が上昇している。・気温や日射の影響を受けて来島ダム上層及び志津見ダム上層で水温が上昇している。
・各ダムでは水温成層が形成されるため、上層、中層、下層の順に水温が低くなってい・各ダムでは水温成層が形成されるため、上層、中層、下層の順に水温が低くなってい
る。夏場、各ダムの上層と下層はる。夏場、各ダムの上層と下層は2020～２５～２５℃℃程度の水温差がみられる。程度の水温差がみられる。
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P.15）

【【２２】】調査結果調査結果
②② 水温鉛直分布水温鉛直分布

・水温成層が、・水温成層が、44，，55月頃から始まり、平成月頃から始まり、平成2323年度は年度は1010月頃まで形成されている。月頃まで形成されている。
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八神 （平均値7.2、最大値7.9、最小値6.4）

　　　環境基準 河川AA類型8.5以下

　　　環境基準 河川AA類型6.5以上

角井 （平均値7.5、最大値8.5、最小値6.8）

　　　環境基準 河川AA類型8.5以下

　　　環境基準 河川AA類型6.5以上

ダム放水口 （平均値7.3、最大値8.0、最小値5.6）

　　　環境基準 河川AA類型8.5以下

　　　環境基準 河川AA類型6.5以上

7.7
7.4
7.2

8.5

6.5
6.0

7.0

8.0

9.0

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

7.9
7.7
7.6

8.5

6.5
6.0

7.0

8.0

9.0

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

8.4

7.6
7.3

8.5

6.5
6.0

7.0

8.0

9.0

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後のpHは、ほぼ平年並みである。

(縦軸：－)

年平均

年最大

年最小

5.65.6

【【２２】】調査結果調査結果

③ ｐＨ経年変化（１／２）

P.16）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

H24

H24

H24
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野土橋 （平均値7.4、最大値7.9、最小値6.7）

　　　環境基準 河川AA類型8.5以下

　　　環境基準 河川AA類型6.5以上

上乙立橋 （平均値7.4、最大値7.9、最小値6.3）

　　　環境基準 河川AA類型8.5以下

　　　環境基準 河川AA類型6.5以上

馬木 （平均値7.3、最大値7.9、最小値6.5）

　　　環境基準 河川A類型8.5以下

　　　環境基準 河川A類型6.5以上

7.8
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9.0

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21
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S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

7.67.4
7.0

8.5

6.5
6.0

7.0

8.0

9.0

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21 (縦軸：－)

年平均

年最大

年最小

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

③ ｐＨ経年変化（２／２）

P.17）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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環境基準：河川AA類型　8.5以下

環境基準：河川AA類型　6.5以上

P.18）

【【２２】】調査結果調査結果
③③ 水質縦断変化（水質縦断変化（pHpH（水素イオン濃度）、クロロフィルａ）（水素イオン濃度）、クロロフィルａ）

・・pHpH（水素イオン濃度）は来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダムサイト上層で高く（水素イオン濃度）は来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダムサイト上層で高く
なっている。藻類の増殖によって水中の炭酸ガスが消費されｐＨが上昇していると考えられる。なっている。藻類の増殖によって水中の炭酸ガスが消費されｐＨが上昇していると考えられる。
・クロロフィルａは来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダムサイト上層、上橋波、野土橋・クロロフィルａは来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダムサイト上層、上橋波、野土橋
では藻類増殖により値が上昇している。来島ダム、志津見ダムでは、８月からアオコの発生が確認では藻類増殖により値が上昇している。来島ダム、志津見ダムでは、８月からアオコの発生が確認
された。された。
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H24.8.22 野土橋

H24.8.22 与一原橋（八神）



(縦軸：mg/L)

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後のBOD（75%値）は、ほぼ平年並みである。

ただし、八神、野土橋で平成24年（1月～9月）速報値は、環境基準値よりも

高くなっている。

75％値

年最大

年最小

【【２２】】調査結果調査結果

④ ＢＯＤ経年変化（１／２）

P.19）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値1.0mg/L、最大値2.9mg/L、最小値0.1mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型1mg/L以下

角井 （平均値0.6mg/L、最大値4.1mg/L、最小値0.0mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型1mg/L以下

ダム放水口 （平均値1.0mg/L、最大値3.5mg/L、最小値0.1mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型1mg/L以下
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野土橋 （平均値1.0mg/L、最大値4.6mg/L、最小値0.5mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型1mg/L以下

上乙立橋 （平均値1.0mg/L、最大値4.6mg/L、最小値0.2mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型1mg/L以下

馬木 （平均値0.9mg/L、最大値4.0mg/L、最小値0.1mg/L）

　　　環境基準 河川A類型2mg/L以下
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S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21 (縦軸：mg/L)

75％値

年最大

年最小

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

④ ＢＯＤ経年変化（２／２）

P.20）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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P.21）

【【２２】】調査結果調査結果
④④ 水質縦断変化（水質縦断変化（BODBOD、クロロフィルａ再掲）、クロロフィルａ再掲）

・・BODBODは、来島ダムの上層、志津見ダムの上層、野土橋で環境基準（河川は、来島ダムの上層、志津見ダムの上層、野土橋で環境基準（河川AAAA類型）よ類型）よ
り高い傾向にある。り高い傾向にある。
・ＢＯＤ・ＢＯＤはクロロフィルはクロロフィルaaとの関連性がみられ、藻類発生の影響が考えられる。との関連性がみられ、藻類発生の影響が考えられる。
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環境基準：河川AA類型　1mg/L以下
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H24.8.22 野土橋

H24.8.22 与一原橋（八神）



(縦軸：mg/L)

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後のSSは、ほぼ平年並みである。

年平均

年最大

年最小

【【２２】】調査結果調査結果

⑤ ＳＳ経年変化（１／２）

P.22）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値4.9mg/L、最大値172.0mg/L、最小値0.4mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型25mg/L以下

角井 （平均値4.1mg/L、最大値27.2mg/L、最小値0.5mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型25mg/L以下

ダム放水口 （平均値4.2mg/L、最大値51.1mg/L、最小値0.4mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型25mg/L以下
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野土橋 （平均値3.7mg/L、最大値31.0mg/L、最小値0.5mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型25mg/L以下

上乙立橋 （平均値3.8mg/L、最大値42.0mg/L、最小値0.1mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型25mg/L以下

馬木 （平均値5.6mg/L、最大値45.4mg/L、最小値0.5mg/L）

　　　環境基準 河川A類型25mg/L以下
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(縦軸：mg/L)

年平均

年最大

年最小

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

⑤ ＳＳ経年変化（２／２）

P.23）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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P.24）

【【２２】】調査結果調査結果
⑤⑤ 水質縦断変化（水質縦断変化（SSSS、濁度）、濁度）

・・SSSSは、来島ダムサイト下層、志津見ダム貯水池中央下層で高い値を示す場合があるが、は、来島ダムサイト下層、志津見ダム貯水池中央下層で高い値を示す場合があるが、
環境基準以下であり志津見ダム下流への影響は見られない。環境基準以下であり志津見ダム下流への影響は見られない。
・濁度は、・濁度は、SSSSと同様の傾向を示している。と同様の傾向を示している。
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環境基準：河川AA類型　25mg/L以下
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H24.8.22 柳瀬橋上流（上橋波）

H24.8.22 与一原橋（八神）



(縦軸：mg/L)

年平均

年最大

年最小

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後のDOは、ほぼ平年並みである。

【【２２】】調査結果調査結果

⑥ ＤＯ経年変化（１／２）

P.25）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値10.2mg/L、最大値13.1mg/L、最小値7.1mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型7.5mg/L以上

角井 （平均値10.3mg/L、最大値12.4mg/L、最小値8.5mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型7.5mg/L以上

ダム放水口 （平均値10.5mg/L、最大値13.6mg/L、最小値8.0mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型7.5mg/L以上
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野土橋 （平均値10.3mg/L、最大値14.0mg/L、最小値7.2mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型7.5mg/L以上

上乙立橋 （平均値10.8mg/L、最大値14.0mg/L、最小値9.1mg/L）

　　　環境基準 河川AA類型7.5mg/L以上

馬木 （平均値10.7mg/L、最大値13.2mg/L、最小値9.6mg/L）

　　　環境基準 河川A類型7.5mg/L以上
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(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

⑥ ＤＯ経年変化（２／２）

P.26）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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P.27）

【【２２】】調査結果調査結果
⑥⑥ 水質縦断変化（水質縦断変化（DODO、クロロフィル、クロロフィルaa再掲）再掲）

・ＤＯは、来島ダムの中層、下層及び志津見ダムの中層、下層で低下しており、一般に魚・ＤＯは、来島ダムの中層、下層及び志津見ダムの中層、下層で低下しており、一般に魚
介類が必要とされている溶存酸素量（介類が必要とされている溶存酸素量（5mg/L5mg/L以上以上※※）を下回っている。）を下回っている。
・来島ダムの上層、志津見ダムの上層では藻類の光合成による酸素補給もあるため、・来島ダムの上層、志津見ダムの上層では藻類の光合成による酸素補給もあるため、DODO
が上昇している。が上昇している。
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H24.9.5環境基準：河川AA類型

　　　　　　　7.5mg/L以上

一般に魚介類が必要とされている
溶存酸素量：5mg/L※
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※（参考）建設省近畿技術事務所「水質調査の基礎知識(平成12年2月)」 H24.8.22 野土橋

H24.8.22 与一原橋（八神）



P.28）

【【２２】】調査結果調査結果

⑥⑥ DODO鉛直分布鉛直分布

・ＤＯの低下が、・ＤＯの低下が、77月、８月頃に中層、下層で低くなっており、平成月、８月頃に中層、下層で低くなっており、平成2323年度は年度は1111月頃月頃
までＤＯが低くなっている。までＤＯが低くなっている。
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年平均

年最大

年最小

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後の大腸菌群数は、ほぼ平年

並みである。

(縦軸：MPN/100mL)

【【２２】】調査結果調査結果

⑦ 大腸菌群数経年変化（１／２）

P.29）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値4108MPN/100ｍL、最大値170000MPN/100ｍL、最小値8MPN/100ｍL）

角井 （平均値3979MPN/100ｍL、最大値160000MPN/100ｍL、最小値11MPN/100ｍL）

ダム放水口 （平均値3682MPN/100ｍL、最大値160000MPN/100ｍL、最小値2MPN/100ｍL）

4900
1195
330

10000
20000
30000
40000
50000
60000

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

170,00092,000

1700
737
700

10000
20000
30000
40000
50000
60000

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

160,000

790
242
17

0
10000
20000
30000
40000
50000
60000

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

160,000 70,00079,000

H24

H24

H24
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野土橋 （平均値3377MPN/100ｍL、最大値54000MPN/100ｍL、最小値2MPN/100ｍL）

上乙立橋 （平均値5047MPN/100ｍL、最大値130000MPN/100ｍL、最小値2MPN/100ｍL）

馬木 （平均値6252MPN/100ｍL、最大値92000MPN/100ｍL、最小値2MPN/100ｍL）
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130

0
10000
20000
30000
40000
50000
60000

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

11000
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4600
1445
170

0
10000
20000
30000
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50000
60000

S49 S54 S59 H1 H6 H11 H16 H21

92,000 92,000

(縦軸：MPN/100mL)

年平均

年最大

年最小

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

⑦ 大腸菌群数経年変化（２／２）

P.30）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

H24

H24

H24
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P.31）

【【２２】】調査結果調査結果
⑦⑦ 水質縦断変化（大腸菌群数）水質縦断変化（大腸菌群数）

・大腸菌群数は、・大腸菌群数は、 ７月に神戸川・上乙立橋で、８月に来島ダム中層・来島ダム直下で、７月に神戸川・上乙立橋で、８月に来島ダム中層・来島ダム直下で、
99月に頓原川・来島ダム下層・上乙立橋で他の地点よりも高い値を示している。月に頓原川・来島ダム下層・上乙立橋で他の地点よりも高い値を示している。
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(縦軸：mg/L)

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後のCODは、ほぼ平年並みであ

る。

年平均

年最大

年最小

【【２２】】調査結果調査結果

⑧ ＣＯＤ経年変化（１／２）

P.32）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値2.1mg/L、最大値16.0mg/L、最小値0.8mg/L）

角井 （平均値1.7mg/L、最大値5.1mg/L、最小値0.6mg/L）

ダム放水口 （平均値2.0mg/L、最大値8.4mg/L、最小値0.6mg/L）
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馬木 （平均値2.0mg/L、最大値6.5mg/L、最小値0.5mg/L）
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(縦軸：mg/L)

年平均

年最大

年最小

【【２２】】調査結果調査結果

⑧ ＣＯＤ経年変化（２／２）

P.33）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

H24
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P.34）

【【２２】】調査結果調査結果

⑧⑧ 水質縦断変化（水質縦断変化（CODCOD、クロロフィル、クロロフィルaa再掲）再掲）

・・CODCODは来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダム上層で上昇している。は来島ダムサイト上層、来島ダム直下、志津見ダム上層で上昇している。CODCOD
はクロロフィルはクロロフィルaaとの関連性がみられ、藻類発生の影響が考えられる。との関連性がみられ、藻類発生の影響が考えられる。
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環境基準：湖沼A類型　3mg/L以下
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H24.8.22 野土橋

H24.8.22 与一原橋（八神）
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P.35）

【【２２】】調査結果調査結果
⑨⑨ 水質縦断変化（水質縦断変化（TOC(TOC(全有機態炭素全有機態炭素))、、 DOC(DOC(溶解性有機態炭素溶解性有機態炭素))））

・ＴＯＣ、ＤＯＣともにＣＯＤと同様に藻類の影響により値が変化していると考えられる。・ＴＯＣ、ＤＯＣともにＣＯＤと同様に藻類の影響により値が変化していると考えられる。
・参考までに、ＴＯＣを水道水質基準（３・参考までに、ＴＯＣを水道水質基準（３mg/Lmg/L）と照らしたところ、基準値を下回って）と照らしたところ、基準値を下回って
いる。いる。
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年平均

年最大

年最小

流入河川の角井では近年上昇の傾向が見られるが、平成24年（1～9月）の平均値は低下している。
その他の地点では、試験湛水前後において、大きな変動はないが、志津見ダム

上流の八神～下流の馬木で富栄養化の下限の目安である0.20mg/Lを超えている。

(縦軸：mg/L)

【【２２】】調査結果調査結果

⑪ 全窒素経年変化（１／２）

P.36）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値0.44mg/L、最大値1.40mg/L、最小値0.18mg/L）

角井 （平均値0.90mg/L、最大値1.45mg/L、最小値0.47mg/L）

ダム放水口 （平均値0.53mg/L、最大値1.14mg/L、最小値0.23mg/L）
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野土橋 （平均値0.44mg/L、最大値0.82mg/L、最小値0.16mg/L）

上乙立橋 （平均値0.44mg/L、最大値1.49mg/L、最小値0.14mg/L）

馬木 （平均値0.48mg/L、最大値1.52mg/L、最小値0.16mg/L）
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(縦軸：mg/L)

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

⑪ 全窒素経年変化（２／２）

P.37）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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P.38）

【【２２】】調査結果調査結果
⑪⑪ 水質縦断変化（水質縦断変化（TT--N(N(全窒素全窒素))、、DD･･TT--N(N(溶解性全窒素溶解性全窒素))））

・・ TT--NN、、DD･･TT--NNは、角井で高い値を示しており、は、角井で高い値を示しており、88月と月と99月にはそれぞれ約月にはそれぞれ約1.25mg/L1.25mg/L、、
約約1.15mg/L1.15mg/Lとなっている。となっている。
・来島ダム上流の神戸川から馬木では富栄養化の下限の目安である・来島ダム上流の神戸川から馬木では富栄養化の下限の目安である0.20mg/L0.20mg/Lを超えてを超えて
推移している。推移している。
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H24.8.22 野土橋

H24.8.22 角井
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P.39）

【【２２】】調査結果調査結果
⑫⑫ 水質縦断変化（水質縦断変化（NONO33--N(N(硝酸態窒素硝酸態窒素))、、NONO22--N(N(亜硝酸態窒素亜硝酸態窒素))、、NHNH44--N(N(ｱﾝﾓﾆｱ態窒素ｱﾝﾓﾆｱ態窒素))））

・・ 肥料などに含まれている肥料などに含まれているNO3NO3--NNは、角井で高い値を示しており、は、角井で高い値を示しており、99月に月に1.10mg/L1.10mg/Lとなっている。となっている。
・・ 88月、９月の月、９月のNH4NH4--NNは、志津見ダム、来島ダムともに下層で高い値を示しており、下層は、志津見ダム、来島ダムともに下層で高い値を示しており、下層DODOの低の低
下による影響が考えられる。下による影響が考えられる。
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年平均

年最大

年最小

試験湛水前後において、大きな変動はなく、試験湛水後の全リンは、ほぼ平年並みで

ある。

(縦軸：mg/L)

【【２２】】調査結果調査結果

⑮ 全リン経年変化（１／２）

P.40）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。

八神 （平均値0.015mg/L、最大値0.104mg/L、最小値0.003mg/L）

角井 （平均値0.041mg/L、最大値0.089mg/L、最小値0.021mg/L）

ダム放水口 （平均値0.017mg/L、最大値0.120mg/L、最小値0.002mg/L）
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野土橋 （平均値0.017mg/L、最大値0.090mg/L、最小値0.004mg/L）

上乙立橋 （平均値0.022mg/L、最大値0.260mg/L、最小値0.006mg/L）

馬木 （平均値0.024mg/L、最大値0.130mg/L、最小値0.003mg/L）
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(縦軸：mg/L)

(調査機関：島根県(出雲保健所))

(調査機関：島根県(出雲保健所))

【【２２】】調査結果調査結果

⑮ 全リン経年変化（２／２）

P.41）

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

注：平成24年は1月から9月までの速報値データを表示。赤点線は平成23年までの各地点の最大値、最小値、平均値を示す。
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P.42）

【【２２】】調査結果調査結果
⑮⑮ 水質縦断変化（水質縦断変化（TT--P(P(全リン全リン))、、DD･･TT--P(P(溶解性全リン溶解性全リン))））

・・TT--Ｐ、Ｐ、DD･･TT--Ｐは、他の地点と比べて角井で高い値を示しており、Ｐは、他の地点と比べて角井で高い値を示しており、88月にはそれぞれ月にはそれぞれ
0.047mg/L0.047mg/L、、0.043mg/L0.043mg/Lとなっている。となっている。
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P.43）

【【２２】】調査結果調査結果
⑯⑯ 水質縦断変化（水質縦断変化（POPO44--P(P(リン酸態リンリン酸態リン))、、DD･･POPO44--P(P(溶解性リン酸態リン溶解性リン酸態リン))））

・・POPO44--Ｐ、Ｐ、DD･･POPO44--Ｐは、他の地点と比べて角井で高い値を示しており、Ｐは、他の地点と比べて角井で高い値を示しており、99月にはそれ月にはそれ
ぞれぞれ0.041mg/L0.041mg/L、、0.038mg/L0.038mg/Lとなっている。となっている。
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【【２２】】調査結果調査結果
⑰⑰ 水質縦断変化（フェオフィチン、クロロフィル水質縦断変化（フェオフィチン、クロロフィルaa再掲）再掲）

・フェオフィチンはクロロフィル・フェオフィチンはクロロフィルaaの分解物であり、藻類の死細胞の量を示す指標であの分解物であり、藻類の死細胞の量を示す指標であ
ることから、クロロフィルることから、クロロフィルaaの増減と関連性が見られる。の増減と関連性が見られる。
・フェオフィチンは来島ダム下流の八神において、他の地点より高い。・フェオフィチンは来島ダム下流の八神において、他の地点より高い。
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【【２２】】調査結果調査結果
⑳⑳ 水質縦断変化（水質縦断変化（VSSVSS、クロロフィル、クロロフィルaa再掲）再掲）

・・VSSVSSは浮遊物の強熱減量であり、水中に含まれる有機物量を推定する指標となる。クは浮遊物の強熱減量であり、水中に含まれる有機物量を推定する指標となる。ク
ロロフィルロロフィルaaが高いところで同様の傾向が見られる。が高いところで同様の傾向が見られる。
・参考として、・参考として、SSSSの環境基準値と照らしたところ全地点で低くなっている。の環境基準値と照らしたところ全地点で低くなっている。
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水質縦断変化（溶解性鉄、全鉄）水質縦断変化（溶解性鉄、全鉄）21

P.46）
【【２２】】調査結果調査結果

・溶解性鉄は、８月に来島ダム下層で・溶解性鉄は、８月に来島ダム下層で0.3mg/L0.3mg/Lであり、であり、DODO低下による溶出が考えられる。志津見ダム低下による溶出が考えられる。志津見ダム
下層では他地点と同様に低い値となっている。下層では他地点と同様に低い値となっている。
・全鉄は、・全鉄は、 99月に来島ダム下層で月に来島ダム下層で0.64mg/L0.64mg/L、八神で、八神で0.35mg/L0.35mg/Lであり、（参考）水道水質基準のであり、（参考）水道水質基準の
0.3mg/L0.3mg/Lより高い値を示している。より高い値を示している。
・溶解性鉄、全鉄ともに貯水池下層の濃度上昇による志津見ダム下流河川への影響は見られない。・溶解性鉄、全鉄ともに貯水池下層の濃度上昇による志津見ダム下流河川への影響は見られない。
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【【２２】】調査結果調査結果

水質縦断変化（溶解性マンガン、全マンガン）水質縦断変化（溶解性マンガン、全マンガン）

・溶解性マンガンは、・溶解性マンガンは、88月に来島ダムサイト下層で月に来島ダムサイト下層で1.1mg/L1.1mg/L、志津見ダム下層で、志津見ダム下層で0.26mg/L0.26mg/Lであり、であり、
DODO低下による溶出が考えられる。低下による溶出が考えられる。
・全マンガンは、・全マンガンは、88月に来島ダムサイト下層で月に来島ダムサイト下層で1.1mg/L1.1mg/L、志津見ダム下層で、志津見ダム下層で0.29mg/L0.29mg/Lであり、大であり、大
半が溶解性マンガンであることから、底質からの溶出が考えられる。半が溶解性マンガンであることから、底質からの溶出が考えられる。
・溶解性マンガン、全マンガンともに貯水池下層の濃度上昇による志津見ダム下流河川への影響は・溶解性マンガン、全マンガンともに貯水池下層の濃度上昇による志津見ダム下流河川への影響は
見られない。見られない。

（ダ
ム
放
水
口
）

（ダ
ム
放
水
口
）

（来島ダム）

0.00

0.30

0.60

0.90

1.20

1.50

(mg/L) 溶解性マンガン

H24.7.24

H24.8.22

H24.9.5

22

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について

H24.9.5 野土橋

H24.9.5 与一原橋（八神）



P.48）

【【３３】】まとめまとめ

２．「黒っぽい水」の要因と考えられる①有機物（DOC （溶解性有機態炭素） 、VSS 
（SSの強熱減量）） ②鉱物（鉄、マンガン）を追加し調査を実施した。

①有機物系について
平成２４年７月、８月、９月の調査において、来島ダム、志津見ダム、上橋波、野土橋

のクロロフィルａの値が高く、ＤＯＣ、ＶＳＳなどの有機物の指標に影響を与えていると
考えられる。

ＴＯＣ（ＤＯＣ）は、水道水質基準以下の値であり、ＳＳ（ＶＳＳ）は、環境基準以下
の低い値であったことから、「黒っぽい水」の原因究明には至らなかった。
②鉱物系について

全鉄、溶解性鉄、全マンガン、溶解性マンガンは来島ダムサイト下層で８月、９月に高
い時期がある。また、志津見ダム貯水池中央下層で８月、９月に高い時期があるが下流河
川への影響は見られないことから、「黒っぽい水」の原因究明には至らなかった。

３．今回の調査では「黒っぽい水」に関する原因究明には至らなかったが、今後、専門家
の助言を受けて継続的に調査を行う。また、来島ダムからの放流水が黒いという地元の意
見に関し、貯水池水質と放流水の関係について河川管理者である島根県が中国電力ととも
に調査・原因究明する必要がある。

１．平成２４年７月、８月、９月の調査において、濁りの指標であるSS、濁度は、来島ダ
ムサイト下層で高い。また、志津見ダム貯水池中央下層で高い値を示す時期があるが、環
境基準以下であり志津見ダム下流への影響は見られない。

なお、定点観測の結果８月２０日頃より９月２０日頃まで、来島ダム下流の与一原橋か
ら志津見ダム下流の野尻橋付近において河川水が多少緑であることを確認した。これは、
来島ダム湖、また、志津見ダム湖から流出した藻類の影響によるものと思われる。

資料－６－１資料－６－１ 「黒っぽい水」「黒っぽい水」神戸川における着色水調査について神戸川における着色水調査について


